
• 国立医薬品食品衛生研究所を中心に、農
林水産省関係機関、自治体、登録検査機
関の協力を得て開発。

• 可能な限り一斉試験法を採用するととも
に、高感度かつ実用可能な方法の採用。

• 標準品は、試験法の開発と併せて整備。

試験法の開発
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